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惑星内部構造の問題は ,そrJj上層大気の問題とともに ,最近恐る恐 るなが
らここか しこに唱えられ始めた ｢宇宙物性論｣oj好個な研究対象であると考
えられるO 惑星は高塩高症の凝縮系ではある/vTl,天体 としては密度が殆んど
痘力で決まる ｢cold body｣であり,構造決定C]tj問題 を温度分布の.問題と一
応切り寵 して論 じ得 るO そこでT,】afletaTymatterを仮定し ,その状態方
程式を導けば ,数学的モデルJを解 くことによりそ0)btllk pTミjPertiesが
求められる｡とはいえ ,熱学的研究は ,遠慮がェネルギー収支,;i)パラ ズ-タ
という天体物理学的重要壇を持っ外に ,地球以外には地震学的データが報い
という理 Ltiか ら,i,f-3質が どういう凝縮状態;I/TL.あるか ということを決める役割
をも荷っており,結 敬称′O問題 とか らんで来 るOこれ らL7)難点は ,急激に蓄
積 されっつはあるが未だ乏 しい浸剤デ-タ- 質量 ,半径 ,慣性モ-メン ト,
磁場 ,率均涼達 ,表面状態など･- の分所 だげからでは解決囲菓 なOJlで ,そ
(/:)蘭をつなげる物性論的知 見 ･洞察が要望される訳である0
-番豊富な側面を持つ跡ま,質量が大 きいため hvdrogen planetsと思
われる大量族惑屋 ,JlPlterと Satirnで量る｡ これ らの中心圧力は一億
気圧にも達するt:jで , soiid hydrogenC･j相転移 ,そL']jPlasmZiへ0)移行
形態などが諸 ぺ られなければな らないom,Oきeci】7ar crvsta言の内部エネ
ルギ-が二体 ポテンシャ ルを緩和することに よって計算 されている示 ,ポテ
ンシャル0)とり方によってかな り違った結果が出てきてしまうO また b.C.C.
塾metallichydrootJenについては , Wigner一名eitz式'Jj計算かな されて




ん望まれ るO これ らをつなぐ栢転移の限界圧力 を出す ことは ,微分値を要求
されるajで-一層厄ブ了ごあるが ,shock wと!Ve で金属化成功 という語 もある
ので固体論的虹も艶味をそそるoもつと高圧になって問題が ri､ilOm:-,S一三Termi
流に双 り敬 える ようになる迄にも タ別琴'?j高圧安定な固相が存在するか ,
L之indこ.Luが示唆 したようにJmeもaH 主C HqilHiか らdielectT主C 1ま{-iHd
へOj相転移が可能か ｡pressure it,I)TlizatAも.;i,iが一次lJ差招転移か _8といっ
た未解決Uj課題が目白押 しE/こ並んでいる｡ 太買/7]さらのマイク ロ波 と竃淀 バ ーー
ス トは極で 5i3g乙川SS,放射能轟で2g･3-tlSS 程度･:'L日義境 港を圧を明 笹譲二膏こし
た O 太貫く,/)菖転間覇は 1CtFjほどだから ｡trか.JTia-r7:,(.: theOryから言って -ト
q17id coTeがあ りそ うであるOバース トL7j分拝は 一tJ:'浸岩 Z,=･車-i;_浸r‡iPu-
7e pFtrt が 奉ることを思わせ もして ,上層大気.7j肇 感 とか らみ興味深 い｡
太塁と土星の表 面怒掛 声SsLHar r苧dまきticl とC･l:･iE饗から予甥され るよ
りもだいぶ高 く >内部か ら0)同程度の he;･it S叩 _r;･極 を考 えさせる｡ こうし
て雷度分布･JIl綾討が纏めて望 まれ るが ,それをこは高圧下lj_7･S･LjH f･i 抽 drtjgert
a) HIerI'E3a1, e王ectric, Opticaちな性 質 クそれに対する末絹物の影 響な
どを研究 しなければな らないO
もつ と外側の海王星 ,天王星 となると組成 L'fj解釈でも二つ L7j舘が対立 して
いる｡ 一つは 貴2 が惑星ji警戒韓に逃散して員e p上皇netSになっていると毘て
取 り扱っていくや り方である｡高圧に よりS一一P b≡ir再 が要なる付近での
so一id he了iuiTlの計算漬菜は band the0号守 lD窮麓をみせつけるだけなの
で ,状態方程式は実験 とThtjmaS-FeTrni 毘諭を内博 した程度で逃げを打っ｡
もーつは chonrlem-ateria日 C,.yin,O,貴さNeが字書組成 cj割 で混 じ り,
そ0)水素化合物が現在残っ ていると考える )ojP王afletS とする見方である o
CH4 ,H20,Neではこ体 ポテンシャjL/を低 圧実験や衝突現象か ら推定 して
分子結晶エネJL/ギ-を出す｡metallic NH4 虹っいてはまず-中心展開で
分子内ポテンシャ)L/を求㊤ ,更にWigner-Seitz 法 を適用 した計算を使うO
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曳IfarineT ほ の磁気 ,プラズマ流 ,宇宙線測定か ら ,VenHs 双海磁場強度は
存 窪 したとしてもせいぜい地球cJ.15- 10% という結果 をもた らしたが ,
rz-idaT 反射実験か ら自転間期は約 250日とでているので ,dyr-aiTiO t皇leOry
は一応 clJnSistcljt らしいO また ,高温高tf.実験技術の進歩によりrtはTSの
中心圧力が sh号ticに出せるようになった犯で ,RamsaymOde号 か らは安軌 ､
はずの coTeの実在性が身近かに議論できそうであ り ,磁場Q.)コケッ ト測定が
待たれ るO長竺ercury は比嘉が大 きくB呈一日erLmOdel では全然倣えない ｡ 太
常 に近い0)でmL-3三ILt_!e蒸発説もあるが ,形成時に ~solaT Wi王1d で吹きまくら
れて軽い元素が始めか ら少ないという見方 もあるOこのように ,一番内側 と一
斉外側･.I)惑星L')議論は太虚系起源の最近o_)考え方に密接に結びっかねばなるま
い0月)_'i)中心圧力は約 5万気圧であるか ら,今や完全に実験 可能範囲 となったO
そのL･.!転XWeH relax之iH o王一七的 eは 1000年はどなCjで ,月の年令と比べる
rheoi叩 ica互LT_は極めて菜かい ことにな E･/),mailH e conveciLionが効い
ていそうであるo LlilS によって撮 られた月5,3裏側oj写責ではin:,areが一つ iJ
かな く ,表側がmare であばた面をしているのと対称的である｡月には coTe
が悪 さそうだから ,そQ)粘性流捧振動 oj球面虚数解析では i - lvnj項が最大 の
はずであり .こ0)観測に一致するO
地球L])場合に問題 となったSilnOn 式,Jj理論的裏付け ,Birch式とThomas-
Fermi式の娼係 ,高圧におけるBuikmodlllS Oj.'-f力依存性などの検討が ,
他の惑星の場合にも同様重要な意味 をもっ ことは言う迄 もない.また他に も問
題が残っているが ,文献と共に割愛 させていただく0
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